
 
 

Ⅰ．事業概要 
滋賀県は、琵琶湖をほぼ唯一の水系として森・川・里・湖がつながり、豊かで美しい

自然に満たされている。県土のおよそ２分の１を占める森林は、人工林、天然林が相ま

って四季折々の景観を形成しているだけでなく、生命の源である清らかな水を養い、県

土を保全して、人間をはじめ多くの生き物の命を支えている。 

こうしたことを背景に滋賀県では、琵琶湖森林づくり条例に基づく「琵琶湖森林づく

り基本計画（第２期）」が策定され、この計画に沿って、多面的機能の持続的発揮に向

けた森林づくりや「やまの健康」を目指した多様な主体との協働による森林・林業・農

山村づくりとともに、森林資源の循環利用による林業の成長産業化や豊かな森林を未来

に引き継ぐ人づくりが推進されている。併せて、令和４年に開催された第７２回全国植

樹祭のレガシーとして、緑化活動に取り組む団体と連携し県民の緑化意識の高揚を図り

たいとしている。 

一方、国においては、「森林経営管理法」に基づき、林業の成長産業化と森林資源の

適切な管理の両立に向けた森林経営管理制度を運用し、併せて、森林環境譲与税による

市町村を中心とした新たな森林整備に取り組むこととしている。 

こうした中、本会は、今後も公益財団法人としての自主・自立的経営と円滑な組織・

事業運営を確保するとともに、「緑の募金」による財源をもとに、県民・企業・団体等

の理解と協力を得ながら、緑の募金の一層の普及・啓発と安定的な収入による緑化事業

の充実を図ることとしている。 

令和６年度は、第４期目となる｢中期経営計画｣（令和６年度～令和１０年度）の初年

度であり、３つの経営方針に沿って「緑の募金」と森・緑づくりの取組を推進した。経

営ビジョンとした「未来へつなげる琵琶湖を育む豊かな森林・緑づくり～持続可能な緑

あふれる暮らしを地域協働で守り育てる～」の実現を通じて、ＳＤＧｓ（持続可能な開

発目標）やＭＬＧｓ（マザーレイクゴールズ）が掲げる目標への貢献に努めた。 

具体的には、感染症拡大防止に配慮しながら、次の６点を取組の枠組みとして事業を

展開した。 

 

  (1) 「緑の募金」の趣旨とともに、森・緑づくりの大切さを啓発し、県民の緑化意識の

高揚に努めること 

 

  (2) 県民等による森づくりや学習としての学校林づくり及び森林ボランティア等による

協働の森づくりの取組など、身近な森づくりを支援すること 

 

 (3) 県民等により行われる学校、公園等の公共施設を中心とした植樹活動など身近な緑

づくりを支援するとともに、安全・安心な緑の空間づくりを検討すること 

 

 (4) 緑の少年団等の育成を図り、次代を担う青少年による森・緑づくり、環境活動等を

推進し、併せて、里山保全や地域の緑化等の取組を進める団体の活動や人材育成を

支援すること 

 

 (5) 森・緑づくりは、地球的視野に立った取り組みが必要であることから、国際的な緑

化活動に努めること 

 

 (6) 公益目的事業を行う公益財団法人として、適切な事業内容により組織運営を行うと

ともに、ホームページやＳＮＳ等を利用した情報公開・発信に努めること 
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Ⅱ 全体事業実績 
 
１．森林・緑づくりの普及・啓発 
 

（１）緑の募金運動 

１）募金活動期間 

春期 令和６年４月１日から令和６年 ５月３１日まで 

秋期  令和６年９月１日から令和６年１０月３１日まで 

 

２）募金の方法 

① 募金運動の推進 

市町緑化推進委員会、緑化推進会各地区担当、各種団体、企業などの協力に

より、感染症拡大防止に配慮しながら、家庭募金、街頭募金、職場募金、企業募

金、学校募金および篤志募金を進め、企業および職場等への募金箱の設置、企

業に募金協力を呼びかけるダイレクトメールの送付等による募金活動を展開し

た。 

 

② 広報活動 

緑の募金ポスター1,450 枚、募金チラシ 126,500 枚（春募金 108,000 枚、秋

募金 18,500枚）、第 24回「森林・緑と水といのち」写真コンクール募集ポス

ター700枚、チラシ 10,400枚および「緑の募金・緑化推進」標語コンクール募

集ポスター570枚、チラシ 7,000枚等を市町および関係者の協力によって、自治

会、各家庭、各種イベント会場や街頭募金等において掲出または配布し、広く

緑の募金の啓発を行った。 

また、春の啓発期間の開始に当たっては、新聞広告や大津市内のバス路線の

一部（3台）において車外後部看板の掲出を実施し、緑の募金の啓発に努めた

ほか、前年度に引き続き県域のテレビ、ラジオ等電波媒体による広報活動を実

施した。 

 

   ※イベントでの緑の募金および広報啓発活動（主催：滋賀県、企業） 

    ・６／９ 地球市民の森の集い（守山市・びわこ地球市民の森）･･･雨天中止 

・１０／５ 森づくり交流会「水源の森オータムフェスタ」2024（野洲市・近江

富士花緑公園） 

    ・１０／２６ イオン環境財団 植樹の集い（甲賀市・滋賀県油日分場） 

 

３）募金実績 

       ・募金目標額          ５０，０００，０００ 円 

        ・募金実績額       ３９，０６１，１０４ 円 

                （内訳） 家庭募金  ２９，２４０，０６４ 円 

                         街頭募金    ４３１，５６７ 円 

                         職場募金  １，０１９，６６５ 円 

                         企業募金  ６，５３８，４４４ 円 

                         学校募金    ２４８，４３４ 円 

                     篤志募金   １，５８２，９３０ 円 

 

（２）コンクール等の実施 

第２４回「森林・緑と水といのち」写真コンクールおよび「緑の募金・緑化推進」標

語コンクールを実施するとともに、全国育樹活動コンクール、全日本学校関係緑化コン

クール、国土緑化運動・育樹運動ポスター原画募集等への参加を促した。 

https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal04.html
https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal15.html
https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal17.html


 

１）第２３回「森林・緑と水といのち」写真コンクール入賞作品の展示 

緑の募金啓発活動の一環として、令和５年度に行ったこのコンクールの入賞作

品３５点を５月８日から６月６日まで県庁４階の渡り廊下ギャラリーで、６月 

１２日から１０月２２日まで（株）平和堂の協力により県内各店で巡回展示し、緑

の募金と緑化推進の啓発に努めた。 

６月１２日～ ７月 ２日 平和堂あどがわ店（高島管内） 

７月 ２日～ ７月２５日 アル・プラザ長浜（湖北管内） 

７月２５日～ ８月２７日 ビバシティ平和堂（中部・湖東管内） 

８月２７日～ ９月 ９日 アル・プラザ近江八幡（中部・東近江管内） 

９月 ９日～１０月 １日 アル・プラザ野洲（西部・南部管内） 

１０月 １日～１０月２２日 アル・プラザ草津（西部・南部管内） 

 

※２）第２４回「森林・緑と水といのち」写真コンクール 

このコンクールには１７０点の作品が寄せられ、審査の結果、特選（知事賞）を

はじめ、金賞（県教育長賞）、銀賞（緑化推進会理事長賞）、特別賞（平和堂社長

賞）など３６点、２９名の方が受賞された。 

※ 上記２）は平和堂事業 

 

    ３）「緑の募金・緑化推進」標語コンクール 

緑の募金の趣旨や緑化推進の大切さを県民の皆さんにご理解いただき、啓発を

図るため実施したこのコンクールには、２０７点の作品が寄せられ、審査の結果、

最優秀賞（知事賞）、優秀賞（県教育長賞、緑化推進会理事長賞）、努力賞（県森

林組合連合会長賞、県林業協会長賞、県木材協会長賞）など、１０点の入賞作品が

選ばれた。また、そのうち優秀作品６点を(公社)国土緑化推進機構のコンクール

に応募出品した（うち１点・一般の方が特選を受賞し、育樹運動標語に選ばれた）。 

 

   ４）国土緑化運動・育樹運動ポスター原画募集 

国土緑化運動・育樹運動ポスター原画を募集したところ、１１点（小学生８点、

中学生３点）の応募があった。そのうち優秀作品９点を（公社）国土緑化推進機構

のコンクールに応募出品した（受賞はなし）。 

 

５）啓発誌の発行 

       ① 緑化推進会 湖国「緑の募金」（第４１号）  （3,200部） 

    ② 緑の少年団「びわ湖緑の少年団」（第２７号） （7,400部） 

 

 

 

 

２．身近な森づくりへの支援 
 琵琶湖を取り巻く森林を健全に育成し水源涵

かん

養や生物多様性機能を高めたり、森

林・林業への理解促進と参画意識の啓発を目的として、里山などにおける身近な森づ

くり活動を支援した。また、支援を受けた団体においては、積極的に「緑の募金」活

動に取り組んでいただいた。 

 

    １）ふれあいの森づくり事業 

県民自らが森づくりに対する理解を深めるとともに、語らいや休養の場をつく

るため、栗東市ほか４市町（７箇所）で、クロモジ、アカマツ等の植栽ととも

に、枯損木の伐採や歩道づくり等の森林整備を支援した。 

https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal11.html
https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal14.html
https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal15.html


 

    ２）学校林づくり事業 

青少年の森づくりや緑への関心、理解を深めるため、大津市３校、湖南市１校、

長浜市３校の７校において、学校林等での苗木の植栽や下草刈り、間伐、歩道整

備、枯損木の伐採などの取組を支援した。 

 

    ３）協働の森づくり事業 

森林ボランティア等が広く県民に呼びかけて行う協働の森づくり事業として、

３団体の活動に助成した。 

 

 

 

３．安全・安心なまちの緑づくりへの支援 
学校、公園等の公共施設を中心とする身近な緑づくりの活動を支援することで、ま

ちの緑づくりを推進した。また、自治会や団体等が植栽後の樹木等を適切に管理する

ことによって、安全・安心な緑の空間づくりを行う方策についても検討した。 

 

１）生活環境の緑づくり事業 

生活環境をより潤いのあるものにするため、緑化苗木４，５６５本を配布し、 

２６９箇所の公園や自治会広場および小学校等の公共施設において、県民の協力

により植栽を行うことで地域の生活環境の緑化を図った。 

 

２）緑のまちづくり事業 

公共施設等において、緑化啓発および記念行事等として行われる植樹で、緑化

の啓発効果が著しく期待できるものに対して緑化苗木（５２本）を交付する事業

であり、本年度は７カ所で実施した。 

 

３）淡海の巨木・名木次世代継承事業 

人々の心の支えやまちの顔あるいは地域の誇りとなっている樹木に必要な手当

をすることにより、生き生きとした樹木として次世代へ継承していくことを目的と

して、県内２カ所（米原市清滝の道誉桜、長浜市木之本町黒田のアカガシ）の巨木・

名木に樹勢回復の事業費を助成するとともに、米原市清滝の清瀧寺徳源院で「巨木・

名木治療研修会」を実施した。 

 

※４）桜の並木・森の造成等 

県民の安らぎと憩いの場をつくり、国の花「さくら」に多くの県民が一層親しめ

るよう、ソメイヨシノや神代アケボノ及びヤマザクラの苗木を、公益財団法人関西

みらい銀行緑と水の基金から３００本、琵琶湖汽船株式会社から３０本、計３３０

本の寄贈を受けて、県下９市町の１２箇所の地域広場、公園等の公共施設等に配布

し、環境緑化を図った。 

 

※５）学校、福祉施設等の環境緑化の推進 

公益財団法人関西みらい銀行緑と水の基金からキリシマツツジの苗木１０５本

の寄贈を受けて、県内の学校、福祉施設等に配布し、環境緑化を図った。 

 

 ※６）平和の緑づくり事業 

      株式会社平和堂の有料レジ袋収益金の寄付を受けて、県内の認定こども園１施

設にシンボルツリーとして緑化樹木（県の木：モミジ）を配布するとともに、緑化

樹木周辺にクロマツ、サルスベリ、クヌギ等を植栽した。また木育玩具も寄贈した。 

https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal11.html
https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal15.html


 

※７）ゴルファーの緑化促進事業 

     公益社団法人ゴルフ緑化促進会からの緑化協力金により、滋賀県立陶芸の森

にケヤキおよび神代アケボノを７本を植樹したほか、ローズゴルフクラブにお

いてマツクイムシ防除のためマツ５本に樹幹注入を行った。 

 

※８）学校環境緑化モデル事業（国土緑化推進機構の事業を活用） 

     学校環境の緑化を通じて青少年の環境教育の推進を図るため、公益社団法人国

土緑化推進機構が「ローソン緑の募金」の協力を得て実施する学校環境緑化モデ

ル事業として、２校（小学校１、中学校１）が採択され、交付金の助成決定を受

けた。 

 

    ※ 上記４）５）はともに現物苗木受領のため本会経理は未計上、 

６）は平和堂事業、７）８）は緑化一般事業 

 

 

 

４．次代のリーダー等の育成 
森づくりや環境学習を通じて、緑化意識を高めることに自主的・積極的に取り組

む団体の活動に支援を行った。また、支援を受けた団体においては、積極的に「緑の

募金」活動に取り組んでいただいた。 

 

１） 緑の少年団等の育成および交流会の実施等支援 

① 緑の少年団の育成支援 

緑と親しみ、愛し、守り育てる活動を通じて、ふるさとと人を愛する心豊か

な人間に育っていくことを目的とする「緑の少年団」を育成するため、５０団

に対して活動装備の整備や活動費の助成を行った。また、１つの地域団および

２つの学校団（中学校１，小中学校１）で新規団の結成を支援した。 

      

② 緑の少年団サポート事業 

県内の緑の少年団の適正かつ効果的な活動を推進するため、「緑の少年団サポ

ーター」である滋賀森林インストラクター会により、少年団指導員を対象とした

研修を行った。 

    ａ．指導者集団指導 

       県内８箇所で、室内・屋外研修（森林機能と私たちの暮らしとの関係ほか）

を実施。受講者：６５人（４９団） 

    ｂ．個別指導 

       個別指導希望団（４団）に対して、個別指導を行った。 

 

③ 緑の少年団地区交流会の開催 

緑の少年団の育成・交流を図るため、県内５地区（うち２地区が合同で実

施）で交流会を開催し、団員の交流を図った。 

 

④ 緑の少年団活動発表交流会の開催 

        令和７年３月１日（土）に、みさき自然公園（守山市）において、県内緑の少

年団５団（４２人）が参加し、滋賀森林インストラクター会の指導による自然観

察や１年間の活動発表のほか、ネイチャークラフトに挑戦した。 

 

 

https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal04.html
https://ungcjn.org/sdgs/goals/goal15.html


⑤ 機関誌「びわ湖緑の少年団」第２７号の発行 

本年は、緑の少年団サポート事業や県内初の中学校団の結成の状況、滋賀県・

中国湖南省友好提携４０周年記念植樹の模様、県域での「活動交流会（休暇村 近

江八幡）」や各地区での交流の様子、各団の活動状況などを掲載した機関誌「び

わ湖緑の少年団」第２７号を７，４００部発行し、団員全員および関係者に配布

した。 

 

２）緑の幼年団育成強化事業 

          次の活動団体を支援し、育成に努めた。 

  実施主体：くさつ緑の幼年団（ＮＰＯ子どもﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ天気村） 

内  容： 学齢前の子どもやその保護者を対象に、身近な自然の中での「遊

び」や他者との交流活動を通して、自然の魅力や面白さを体験する

活動に対して助成した。 

 

３）森林・緑化活動団体助成 

地域において緑化等の活動を行っている次の団体に対し、活動費の助成を行った。 

①  日本ボーイスカウト滋賀連盟の活動支援 

街頭での緑の募金および同連盟のキャンプ場における植樹活動に対して助成

した。 

②  里山保全活動団体への支援 

県内の里山保全活動が促進されるよう、里山の保全・整備の活動を継続的に

行っている９団体の活動に対して助成を行った。 

 

４）企業等の緑化研修会の実施（緑化推進団体等担当者研修会） 

事業所等における緑地の造成から維持管理について、現場での実例を交えながら学

ぶ研修会を行った。 

開催日：令和６年１０月２８日（月）  

場所：(株)ダイフク滋賀事業所（日野町） 

参加者：工場・事業所緑化担当者、市町緑化推進委員会職員等３８人 

内容：樹木医中西肇氏から緑化と樹木管理の方法について講義・指導を受けたほか、

（株）ダイフクの生物多様性保全の取組について現地を見学した。 

 

 

５．国際的な緑化活動の実施 
本県と関係が深い国との森・緑づくりに関する親善交流イベントや植樹活動などを

実施する団体は特になく、実施しなかった。 

 

 

６．情報公開の一層の推進および効果的な公益財団活動の研究 
当会ホームページやフェイスブックの新着情報コーナーにより、随時活動報告をして、

広く情報提供を行った。また、ラジオ等様々な広報媒体を積極的に活用して情報公開の一

層の推進により、緑の募金の認知度を高めた。 

効果的な公益財団活動の研究については、近畿７府県で構成する近畿地区緑化推進協議

会に参画するとともに、全国緑化推進委員会連絡協議会総会等で情報収集を行った。 


